






















astery for Service 」の精神が存したことも無視できない。そして実際、そ
の柱となったのは岩橋である。すなわち関西学院で教鞭を執りながら、学生たちにその道の開拓者となるように教育もしていった 関学に集い岩橋の謦咳に接し 人物として大村善永、本間一夫、瀬尾真澄、下沢仁、高尾正徳らを挙げる とがことが き
。大村善永は「満州」で盲学校





者として、 その先鞭をつけた熊谷鉄太郎、 大きな業績を上げた岩橋武夫、 そして本間一夫らに比し、井口淳「今も出雲に咲いている花」 『昭和に生きた盲人たち』 （一九九三）や吉田トキ江「先達に学び業績を知る 　今も人々に生き 希望を与え続ける高尾正徳」 『視覚障害』 二六三号 （二〇 〇）で触れられている以外、これまで十分に高尾について研究がなされてこなかった。吉田は高尾の事業の同労者として、また身近に彼の背中を見てきた人物像を記している。し し両論文とも紙幅の制限もあり、 簡単な伝記の域を出るものではなかった。ちなみに出身大学の『関西学院事典』には紹介されていない。ただ高尾には追悼文集として高尾正徳先生胸像建立委員会編になる『光をもとめて 　高尾正徳先生を偲ぶ』 （島根ライトハウス、一九九二）がある。押し並べて高尾についての史料は少ないが、この著作には彼 簡単な自伝も掲載され、また多くの人達の追悼文らなっており、彼の業績や人となりを知 上に於いてきわめて貴重 ものとなっている
。
　この小論は高尾正徳という人物について、今回渉猟した史料を利用して、その生涯を辿り彼の











やさしいお母 んであった」 （ 『光をもとめて』一三頁）と回顧しているよう 、血は繋がっていなくとも素晴らしい家庭環境のもとで起居し育てられたことは幸福 あったと言える。正徳の義父に対するエピソードとして げ いる一つを紹介しておこう。それは高尾が和尚に嘘をついたことに対する時のことである。小学校三年生だから、一〇歳く いの思い出 ろうか。
　　和尚さんは、しばらく黙ってうつむいておられたが、やがて、すっと立って本堂の方に行か






この耳に和尚さんの声が聞こえてくる」 （ 『光をもとめて』一四頁）と記している。義父はこうした人間としての生きる基本的な とを叱責するということではなく、自己の問題として、あるいは親として、もしくは宗教者の課題とし 捉え、教え諭していったのである。その真摯な気持ちを幼いながら高尾は感じ取り、感謝の念を忘れなかった。そ 寺から川津小学校に通うことになる。
　川津小学校の沿革史によれば、学制が発布された翌年の一八七三（明治六）年に西川津民舎に




われることになる。その時、絶望に打ちひしがれている高尾に対し、養父は「小坊、おまえも目が悪くなってたいへんだな。でも、仏さまは、私たちにもう一つの目をくださっているのだよ。それは心の目だ。肉体の目は見えなくなっても、 心の目を大きく開いてよ 向こうを見つめ、 真っすぐに進むのだ。必ず立派な人になれよ。お父さんも仏さま よくよくお祈りしてあげるからね」（ 『光をもとめて』一五頁）と高尾の手をとって、 「心眼」の存在を懇々と諭したということである。しかしこの養父も、高尾が目を患って間も く他界することになる。この養父を失ったことが、視力の低下のことよりも彼にとっては大きな悲嘆 あった。そして五年生の夏になって、目の病気と和尚（養父）の死去に伴い、彼は故郷 飯石村に帰り 二学期から地元の小学校に通うこととなるのである。そこは実の両親が起居し、 兄弟たちと一緒の暮らしが待っていた。一九二五年、大正末期の夏のことである。
　彼が通うことになった飯石小学校は一八七四（明治七）年に島根県第一九中学区多久和小学
校として創立され、寿福寺本堂を仮校舎として開校した。その後、飯石小学校となっている。一九〇九年五月には木造の立派な校舎が、 し 二七年には二階建ての校舎が建立され おり、高尾はこの校舎で学んだ。ちなみに小学校 先輩 長崎で被爆し多くの著を上梓し 平和運動に情熱を傾けた医者永井隆がい
。
　高尾は「教科書も読めない程に落ちた視力では、中学 とても無理。進学を断念し、高等科に




業した高尾は実家にて、農作業や養蚕に多忙な母に代わって炊事や洗濯等の用事をする日々を送ることになる。つまり卒業後は家事という役割が与えられ、大阪に出る一九三三年までの数年を過ごす のである。しかし彼の心にはこうした生活に対する忸怩たる想いがあったと推察される。二、大阪府立盲学校時代◆転機ー賀川豊彦との出会い  母の代理的な仕事、炊事当番等の家事に明け暮れる高尾の生涯に大きな転機が訪れることにな
る。彼の記憶からすると、 それは一九三二 （昭和七） 年の晩秋のことである。 「神の国運動」 でもって山陰地方を訪れていた賀川豊彦の講演を木次の地で兄と二人で聞いた 偶然とはいえ、 賀川の講演こそが高尾の人生を大きく変えたといっても過言ではない。賀川 「神の国運動」の一環として全国を講演し まわっていた だが、たまたまこの年の秋に島根県の奥出雲地方を歴訪する機会を持った。  そもそも「神の国運動」
とは、一九二八（昭和三）年春、キリスト教の聖地エルサレムで世界
宣教大会が催されることになり、 日本基督教聯盟の全国基督教協議会は「社会信条」を制定した。翌年四月には国際基督教連盟会長モット博士が来日するのを機会に日本基督教聯盟主催 特別協議会が持たれ、賀川豊彦案に基づき、全国伝道運動が計画されること なる。同年一一月六日と七日に東京本郷中央会堂においてその創立総会とも称せる第一回 全国協議会が開催された。そ
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そして賀川は祈るだけではなく「叩けよ、さらば開かれん。この手で叩くことによって、初めてドアが開かれるのです。心 祈る 共に体で祈らね なりません。実践 す。行動です。皆んなで手をつなぎ、肩を組んで愛の実践に立ちあがりましょう 神の国の実現をめざして」 （ 『光をもとめて』一七頁）と述べたという。賀川独特のアジテーション的演説であったかもしれないし、
48
正確に講演内容を再現しているかの確証はないが、賀川のこのような声が高尾はもちろん兄の心にも響いたのである。  後日何回もこのことを回顧するが、 「心で祈る」と共に「体で祈る」という教えが高尾の琴線
に触れ、彼はこの教えを生涯、座右銘の如く心に刻んだのである。講演の正確さ云々よりも、彼の心中に刻まれた 言葉の記憶が真実でなかろうか。そして翌年三月、家族の反対を押して兄と共に大阪 出る決心をする。兄は西宮の賀川 主催する一麦寮に、高尾は賀川 教会に行き、そして大阪府立盲学校の門 叩くことになる。まさに賀川 進言によって新しい扉を己が手で開いていくこと なった。ちなみに関学の一年先輩に当たる本間一夫も、函館盲学校時代に函館来た岩橋武夫と熊谷鉄太郎の講演を聴き、関学へ進む決心をしてい
。人は往々にして心に響く
言葉によっ 人生の指針や生き方を学ぶ場合がある。こ 高尾兄弟の場合も琴線 響く言葉の力の証左なのかもしれない。二、大阪府立盲学校時代◆大阪府立盲学校入学  かくて高尾は一八歳の春、 「親の心配を押し切って」兄と共に大阪に行き、希望どおり大阪府







「盲学校及び聾唖学校令」によって盲学校として文部大臣より認可された。一九二五（大正一四）年三月、大阪市天王寺区 道四丁目（現大阪教育大天王寺キャンバス）に移転し、社団法人天王寺盲学校と改称される。一九二八年三月には 府に移管され、大阪府立盲学校と改称されることになった。戦後は一九四八年四月、小学部の義務制実施、中学部と別科を廃し、中学部 高等部（理療科、音楽科、別科〔あん摩科〕 ）が設置される。二〇〇八（平成二〇）年四月一日、学校名を大阪府立視覚支援学校に改称されるが このように大阪府立 学校は一〇 年以上の歴史を有する学校である。
　高尾が入学したのは一九三三年四月であり、大浦正三校長時代であった。翌三四年一月に児童





部に入部し更なる磨きがかかることになる。◆盲学校での生活  盲学校時代、高尾は昼間は学校に、そして夜は治療院で働き、 「流しあんま」をやって生計の
足しとした。また近くに夜間の英語学校（天王寺英語学校）があり、そこで学びたい欲求に駆られる。 か 寄宿舎は、夜間は外出が禁止と う規則があったが、石黒藤九郎教師が熱心に学校側を説得し、許可されることとなる。この石黒の行為に対して、高尾は生涯感謝の念を忘れていない
。
　高尾は盲学校で富山出身の新井という人物と親友となっており、彼との間では英語のみ使用す




固なものにしていった。夜学の英語学校に通うようになったのもこうした学びの欲求があったからに他 らない。岩橋は関学入 に充当なる準備をして新しい扉を開いていったのである。◆永井隆の診断書  既述したように飯石小学校の先輩に永井隆がいたが、高尾と意外な繋がりもあった。大阪府立
盲学校時代の高尾 が永井隆記念館に残されている
。






して入 している。入学月日は一九三七（昭和一二）年四月一〇日で、 「體操免除（身体ノ故障ニ因ル） 」と記されている。ちなみに専門部時代の成績は飛び抜けていいわけ はないが、弁論部に属したりして活躍した 卒業は一九四〇（昭和一五）年三月一六日である。 聴講修了者」 、及び「社会科」と
　彼の生活の拠点は寮であった。学業や寮費等についての経済的な面では援助者があった。それ
は東京にいる兄の知己で許平 いう人物であ 。 許は台湾の人で貿易会社を経営し る人物 、全面的な援助があった。また た年の四月に、ヘレン・ケラーが初来日し、各地で講演 をもつが、関学にも五月一四日来校 、中央講堂で講演会を開いている。おそらく高尾もこのを聞いたことと思われ、大いに刺激を受けたに違いない
。
　当時、関学には英語教員として岩橋がいたが、視覚障害のある学生を積極的に受け入れてお
り、また専門部文学部英文学科に本間一夫、神 部本科に瀬尾真澄、そして神学 予科に下沢仁がいて 彼の先輩として在学中であった。専攻は違っ いたが、この四人は仲が良く「四人組」
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高尾正徳の生涯とその事業

















いただいたものであるが、 ベイツ院長 格別な配慮であることも忘れてはな ないであろう」 （ 『光をもとめて』二九頁）と回顧している。
　高尾は専門部を終えるにあたって、謝恩会の席上「一年生の時代は同情の時代だった。二年
生は理解の一年間であった。三年にして友情の一年にすることができました」 （ 『光をもとめて』四一頁）と挨拶したと回顧している。同情から理解へ、そし 友情への道程について、的確に表現しているが、ここには「盲人」であ ということの障碍のあ たことが推察されるが、それが友情へと進化していったという満足感も窺える。そして専門部 文学部三年間 学びを終え一九四〇年三月に卒業を迎えることとなった。◆結婚  高尾は関学専門部の卒業式を終えた後の三月三一日に、同郷の土屋あやめと賀川と関係の深い










































の手腕にはほとほと敬服したものである」 （ 『光をもとめて』六一頁）と評価している。本間は一九四三年六月に戦争の最中、結婚式を挙げるが、そのときも友人として「例の悲壮調の名演説」（ 『光をもとめて』六一頁）をしたと回顧している。◆山梨への疎開
　しかし戦争が激化し東京は空襲が激しくなり、山梨県在の松井新二郎の実家に疎開している
。
















除隊となっている。既述したように、松井とは東京で邂逅することにな のだが、いわゆる失明軍人としての松井と彼が働いていた東京盲人会館での出会いであっ ろうか。◆帰郷  戦争が激化するにしたがい、日本全土において空襲の危機から逃れることはできず、山梨県と
て安全ではなかった。甲府の松井の実家まで空襲にさらされるこ となる。 「このとき松井は、家財道具はおろか、苦労して点訳した心理学・哲学の専門書 こつこつ集めてきた盲人に関する文献、論文執筆に欠 せないカナタイプと った、彼の研究を支え 知的財産をもすべて失ってしまった」
のである。松井は戦時中、甲府から日大の心理学の研究に通うという生活をしていた







五、戦後ー島根 の青年団活動と政治活動◆戦後の出発  一九四五年八月一五日、日本はポツダム宣言を受諾し、無条件降伏でもって敗戦となり、高尾





















興が行われていった。それはもちろん、視覚に障害をもった人たちにも共通していた。そうした中で一九四八年八月、ヘレン・ケラーが再来日する 彼女 来日は戦後日本の復興への勇気付けと障害者福祉への尽力 そして個人的には親しい友である岩橋武夫との再会という目的であった
。
　この機に乗じて、 岩橋が中心になって日本盲人会連合（日盲連）を創設する運動が起こされた。
一九四八年八月一七日、 一 日の両日 大阪府貝塚市（二色ケ浜）の大阪府海洋道場 おいて「盲人の文化的、経済的向上と社会的地位の躍進を図り、進んで平和 本の建設のため、真に人道的使命に立脚し、社会公共のために寄与せん」
という理想を掲げ、全国九地域の代表と盲人施設の






ており、この会の発展に高尾も協力したと推察される。それは各地 おいて盲人協会の支部的な拠点の創設であり、 次 みるように高尾の故郷では「島根県盲人協会」が創設されることになる。◆島根県盲人協会の創設  島根県盲人協会はこの一九四八年夏のヘレン・ケラーの来日が大きなインパクトを与えたこと
に依拠している。この年、県会議員でもあり、連合青年団長でもあった高尾が中心になり、盲人協会の設立のための準備をし 翌年春 この協会が創設されるこ になる。小川幹雄によれば発足当時は「中央との連携のもと、ヘレン・ケラー よっ 急速に高まった障害者対策、そ 成果として、身体障害者福祉法 制定への運動であり、また 県内行事と て 、 教育 ＰＲ活動の一つとして、 『盲人文化祭』の開催であった。松江・宍道・木次・出雲・大田・浜田と、 内各地を回り、大きな成果を上げた。内容は、盲学校の生徒による点字・算盤実習、合唱・演劇も盛り込み聴衆の注目を浴び、島根県における『盲人福祉運動』 大い 寄与したも ある」
と






私立松江盲唖学校」 、二三年に「島根県立盲唖学校」と改称されている。戦後、 「島根県立盲学校」と「島根県立聾学校」とに分離独立となった。盲学校は当然ライトハウスとは関係を密にしていた。高尾は学校のＰＴＡの会長職にも就いている。元島根県立盲学校長増田忠三は「昭和二十九年頃と思うがＰＴＡ会長の適任者がなくライトハウスの園長はＰＴＡのＰに該当すると解釈し高尾先生に会長をお願いし、およそ二十六年間の長きにわたりお世話になった」 （ 『光をもとめて』七四頁）と述懐している。六、島根での福祉活動◆島根ライトハウス 創設をめぐって  高尾の戦後、そして彼の人生とも称してもいいが、畢生の事業は彼の生まれた故郷島根に視覚
























も、折りに触れて書かれてい たとえばニューヨークでのホテルについては、 「僕等の部屋は七階の七一六号ですが、高橋親子組、村越・岩井組、木村夫婦組、岩橋夫婦組等がここに居り、高尾、和波 堀等の組がジョージ・ワシントンホテルから通っております」
と記している。また
八月一〇日にはボストン郊外 パ キンス（盲学校）を訪れているが、 この段には「朝ニューヨークから飛行機で来た高尾正徳さん夫妻も一緒でし 」
とあり、高尾は本間らと一緒にパーキンス
盲学校を訪れている。高尾のその後の行動につ ての詳細は不明であるが、二週間余、種々の施設や機関、団体を訪問し、八月二七日、帰国する。高尾 回顧によれば この会議出席を機会に約一ケ月間、米国における盲人福祉 実態やボランティア活動等を視察したとされ いる。◆ソ連の盲人事情の視察
　ニューヨークでの世界盲人福祉会議出席後、三年後 一九六七年、今度はソ連に行く機会が訪




豊富にあり、盲人の実態、福祉法規、諸施策について知ることは出来るが、ソビエト及び共産圏のそれについてはほとんどわかってなく 視察は相当に成果が見込まれるものと期待された。そして、 来年八、 九月には逆にソビエトから視察を受け入れ相互の情報交換を計っていくこととなった。高尾にはこうした絶好の機会が与えられたのである。
　かくして高尾らは九月七日に空路モスクワに向かって飛び立ち、視察を終えた後、九月二八日、
船にて帰国することとなる。一行はモスクワに滞在し、以後は「二十二日までモスクワのほか、レニングラード、ウクライナ、コーカサスと各地の盲人協会 学校、補導所、授産所、工場等を視察し、二十二日にはクレムリン宮で日本の厚生大臣に相当する社会保障 に面会懇談し 各地視察と共に日ソ両国の友好を深めた」
とその成果を報告している。このように高尾は一九六七年

























府が盲人対策の転換に踏み切った現れとして高 評価すべきであります。近年、各地において建設が進められている盲人福祉センターを中心として、お互いに学習、研修、さら生活訓練等、各種日常活動を推し進め いくこ こそ、盲人団体の果たすべき新たな役割ではないでしょうか。
　　　失明によって失われた権利と奪われた自由を取り戻すためには、われわれ自らの努力と適


















支持を得て軌道に乗り、日盲連においても昨年五月の高知大会において 十一世紀への長期展望のもと進路の設定を行ない、重点目標を確認し、行動を開始いたし 参りましたが折から 石油危機や物価の変動、日 日に悪化する交通事情 さらに追い打ちをかけ ように表面化してきた療術問題など、実に席暖た 暇の許されない一年でありま た」と述懐 ている
　一九七六年の「年頭にあたって…」
では「福祉年金の大幅増額、福祉手当の新設といった大き
























ちろん賞を取ることが人生の目的でないことは自明の理であり、それは長い努力の結果として評価されていくものであることは言うま もない。一九七八年には「藍綬褒章」を受賞し、その年一〇月二四日の秋の園遊会に招かれた。翌日の二五日発行の新聞記事には「白いツエをついた日本盲人会連合会の高尾正徳会長を、 陛下は『長い間、 苦労していると思うが、 今後もしっかりやってください』とねぎらわれた。高尾さんは『全国の盲人と身体障害者は一生懸命がんばっています。ご安心ください』と答えた」 （島根ライトハウス所蔵資料）と報じられている。
 
　また一九八三年には「毎日社会福祉顕彰」を受賞している。さらに一九八九年には「勲三等瑞
















徳さんを偲ぶ 　恵ま ぬ仲間のために生きた生涯」と題して、在り 日の高尾について追悼している。 「青葉のいきいきとした季節という に 大事な人を失 ものと、 心寒い思いが深い」と、新聞記者時代からの思い出、加藤が島根を離れ からも、ずっと交友が続 ていたこと、加藤は高尾が「どんなときでも眼の不自由なことなど、決して感じさせ い人であった」 「苦労をしているという言葉は、ついぞ耳にしたこ はなかった」と、高尾の人となりが追想され る
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が決定した。主なものはそのための建立委員会を設置すること、その委員会の下で募金活動（とりあえず三〇〇万円）を行っていくこと。そして胸像建立と併せて追悼集を刊行すること、さらに新たな障害者運動に繋げていくと う企画等で一致した。 まさに胸像は物言わぬ形の顕彰だが、それのみに終わらせないという意気込みが感じられ、まさにこのこ が高尾の一番望んでいたとかもしれない。かくて胸像除幕式は一九九二年一〇月二七日 追悼文集 と同時に挙行されたのである。
　そして高尾正徳先生胸像建立委員会の編からなる『追悼文集 　光をもとめて』が刊行されてい












　高尾にとって、 視覚障害者福祉、 とりわけ盲ろう児教育にかける思念は、 まだまだ道半ばであっ
た。それは視覚に障害があるが故 、加えて重複障害であるが故に、教育権や生存権が保障されず、憲法二五条の目的が達成されて ない人々がいる限り、それへの対策と支援、保障をしていくことが当然という思念である。戦後 新し 憲法 発布されたとき 人々にその趣旨を説いてまわった原点でもあった ではなかろうか。そ てその悲願はライトハウス 諸施設、 例えば 「ののめ寮」や盲老人の施設「かんなび園」等の創設として結実し いくこ になる。
　高尾の福祉の原点は自己が障害を認識した時に始まり、奥出雲での生活、そして賀川豊彦への



















































































































































































六九頁。また錦織義宣は高尾、 加藤千代三 （島根新聞） らと共に 「青年の家」















































































69） 『読売新聞』 （一九九〇年五月 日）では「高尾さん偲び 〇〇人 　元 本盲人連会長の告別式」
のタイトルで、告別式の様子が写真入りで報じられている。
（
70）例えば『読売新聞』 （一九 〇年五月八日）では「高尾さん、長生きしてほしかった 　地元深い







である。倉澤は「高尾正徳先生の肖像彫刻を制作 て （ 『光をもとめて』胸像）というという文章の中で、高尾のイメージを「心持ち顎を前に出して、懸命に話し、懸命に耳を傾け 姿が如何にも先生の優しさを現していると思い、肖像彫刻にはそのポーズを採用」したと述べている。
（
74）高尾「創立二十周年を迎えて」 『島根ライトハウス創立二〇周年記念誌 （一九七 ）所収。
（
75） 『光をもとめて』四三頁。
88
　＊この小論をまとめるにあたって、金山和佳氏（島根ライトハウスライブラリー） 、高尾肇氏（島根
ライトハウス常務理事）には貴重な資料の閲覧、高尾家のこと等々御教示いただき、本当にお世話になりました。そして島根県視覚障害者協会会長の小川幹雄氏、吉田トキ江氏の諸氏から、貴重なお話を聞くことが出来、感謝申し上げます。さらに雲南市立飯石小学校の星野幸雄校長、大阪府立視覚支援学校の松村高志校長からも資料閲覧等お世話になりました。最後になりましたが今回も関西学院大学学院史編纂室の神田孝一氏はじめスタッフ 皆様に感謝申しあげます。
